
一人一人が主人公 ～氷上西高校文化祭～ 

 

明日、１１月１７日（土）は氷上西高校文化祭です。文化祭前の１週間は、６時間授業

をしたあとで展示の準備や合唱などのステージ発表の練習に熱心に取り組んでいます。 

そして、いよいよ明日本番という１６日は、体育館や展示会場の掃除、イス並べやテン

トの設営を手際よく行っています。生徒たちは一生懸命に各自の仕事をしていました。ボ

ーと見ているだけで何もしない生徒は一人もいません。楽しそうに自分の受け持った役割

を果たす生徒たちの明るい雰囲気が印象的でした。それはまるで地域の祭りの準備を見て

いるような感じでした。そんな生徒たちの姿を見て、明日の文化祭はきっと成功すると確

信しました。 

保護者の皆様、地域の皆様、ぜひ氷上西高校にお越しください。一生懸命にがんばる生

徒たちの様子をご覧ください。一緒に文化祭を楽しんでください。 

 

 

（平成３０年度 県立氷上西高等学校文化祭プログラム 校長挨拶から抜粋） 

文化祭は、日頃の教育活動の成果を披露する場であり、氷上西高生として成長した姿を

発表する機会です。今年の生徒会が考えた文化祭のテーマは「一 ～いち・ひとつ・はじ

め～」です。西高生がひとつにまとまり、すばらしい文化祭にしたいという生徒会の意気

込みを感じました。 

文化祭に取り組む中で、生徒の

みなさんが自分の可能性に挑戦し、

一人一人が主人公となって活躍す

ることで、自分自身の成長を実感

してほしいと思います。文化祭に

向けた創意工夫、努力と協力をと

おしてみんなで一歩前進し、氷上

西高校の新たな学校文化を創造し

ていきましょう。 

お忙しい中、バザー等でご参加、

ご協力いただき西高文化祭を盛り

上げてくださいました新旧ＰＴＡ

役員の皆様に、厚くお礼申し上げ

ます。 

氷上西高生の個性溢れるステー

ジ発表や作品が、見ている私たち

にも感動を呼び起こし、さわやか

な笑顔と達成感に満ちたすばらし

い文化祭になることを期待します。 

     （校長 高橋信之） 

 


